
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

 

株式会社 江田建設 
鳥栖市曽根崎町１４４６－１ 

Tel ０９４２－８２－１６１５

Fax ０９４２－８２－１６１７

http://www.eda-kensetsu.co.jp 
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●～源氏物語ゆかりの地～鏡神社「梅ちぎり」 5 月 25 日(土)～6 月 9 日(日) 

昔修験者達の修業の場でもあったパワースポット。神域で育った梅からご利益を分けられ

るように、一般に向けた収穫祭。1700 年以上の歴史がある鏡神社の境内には、平成 3 年に

開園した梅苑には 200 本以上の梅が植樹されており、多くの実を収穫する事が出来ます。 

場所 / 佐賀県唐津市鏡 1827  松浦総鎮守 鏡神社 梅苑 

問合せ先 / 0955-77-3151 

●嬉野温泉 ホタルバス 2019 5 月 31 日（金）～6 月 9 日（日） 

嬉野温泉の初夏の名物イベント。嬉野温泉の宿泊者限定でホタル観賞バスを今年も運行

です！ 盆地である嬉野は温泉街から少し行けばホタルスポットがあります。嬉野の美肌の

湯につかって、そしてホタルの幻想的な光に包まれて思い出に残る旅をしてみては？  

※当日 17 時までの予約制（定員になり次第終了） 

場所 /  嬉野温泉のホタルスポット （停留所 : シーボルトの足湯） 

問合せ先 / 0954-43-0137 

●筥崎宮あじさい苑 6 月中旬 

国の重要文化財であるご神殿を借景とし、広大な敷地に色とりどりに咲き競う 100 品種

3500 株のあじさいを楽しむことができます。筥崎宮境内西側にある「あじさい苑」で開催し

ている品種は、「ブルーダイアモンド」や「ピンクダイアモンド」、「墨田の花火」、「十二単」、「ピ

ンクシャワー」、「ロイヤルブルー」、「伊豆の華」などなど。 

場所 / 福岡市東区箱崎町 1-22-1 

問合せ先 / 092-641-7431 

●伊万里大川内山風鈴まつり 2019  6 月 15 日(土)～8 月 31 日(土) 

伝統工芸の大川内山山間に広がる秘窯の里に、風情あふれる風鈴の音が響きます。期間

中は 1000 以上の風鈴がそれぞれの店先を飾って展示販売され 

ます。風鈴まつりは「見る」、「聞く」、「味」、「香り」、「触る」の「五感 

との出会い」をテーマに、さまざまなイベントが開催されます。 

店ごとに違う風鈴を見て歩いてみてはいかがでしょうか。 

場所 / 伊万里市大川内山一帯 

問合せ先 / 0955-23-7293 
 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【材料】 (2 人分) パスタ・・・160ｇ  玉ねぎ・・・1/2 個  そら豆・・・適量  ニンニク・・・1 片 

オリーブオイル・・・60ｃｃ  ニンニク・・・1 片  塩・・・適量   胡椒・・・適量 

パルミジャーノ（なければ粉チーズ）・・・適量 

【作り方】 

① そら豆は塩１％のお湯でゆでで、薄皮をむいておく。 

② 玉ねぎは薄切りにしておく。 

③ ニンニクはみじん切りにしておく。 

④ パスタはたっぷりのお湯に塩ひとつまみ入れ固めに茹でる。（茹で汁はとっておく） 

⑤ フライパンにオリーブオイルとニンニクを入れ香りが出できたら②.①をいれる。 

⑥ ⑤にゆでたパスタを入れ茹で汁 100ｃｃを加える。全体を混ぜ合わせ塩コショウで味を調える。 

⑦ 皿に盛り付けて全体にオリーブオイルをかけ、パルミジャーノをかけたら出来上がり♪ 

 

 

 
 



 

 先日の台風は久々に怖かったですね！明け方雨音と強風で目が覚め 

テレビを見ながら、ただ過ぎ去るのを待つだけ・・・ 

改めて自然の力強さを痛感しました！ 

その日は、中学校の登校日でしたが、台風の為休校に！宿題の追い込み

をしていた次男だけが大喜びでした♪ 

 

編集後記 
ほっと 

ひと息。 

発行者 株式会社 江田建設 編集長 江田祥子 
Tel 0942-82-1615 Fax 0942-82-1617 

e-mail shoko@eda-kensetsu.co.jp 

発行日 令和元年 5 月 1 日 

 おかげさまで 100 号を迎える事が出来ました♪ 

創刊号の時ドキドキしながら作成していたことを思いだしました。お客

様と繋がれる場所としてこれからもスタッフ一同頑張ります！ 

小さかった子供達も成長し、伸び伸びと育っております。手がかかる事

は少なくなりましたが、目を離さず見守りたいです。 

今では私の方が見守られてるかも！(笑) 

 

With をご覧いただいている皆様。 

はじめまして！ 

大牟田出身の山登りと子供と遊ぶのが大好きな 

奥園です。 

新築住宅、リフォームなどお住まいの事に関する

住宅アドバイザーとして日々活動しております。 

半世紀を超え、住宅事業者として地域密着型の経

営を続けている江田建設の理念に共感し入社を

志願しました！！ 

社員の皆さんに温かく迎え入れていただき生き

生きと仕事に取り組む事ができています。 

 皆さま、これから宜しくお願いします。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人の「好きな言葉ランキング」の必ず上位にくるのが「ありがとう」という言葉で

す。実際、「ありがとう」は、言う人の心も言われた人の心も温かくし、勇気がわいてく

る、まさに「魔法の言葉」と言えるでしょう。この「ありがとう」が、もともと仏教語で

あることは割と周知のことかもしれません。（諸説あり） 

この言葉の語源は「有難し（ありがたし）」という仏教語であるとされています。出典

は『法句経（ほっくきょう）』の、「ひとの生をうくるはかたく、死すべきものの、生命

あるもありがたし」である、と言われています。意味は「人間として生まれてくることは

難しいことであり、そして又、たとえ生を受けてもいつか死ぬことが約束されているのに、

“いま”こうして生命があることは本当に有り難いことです。」ということです。 

これは「今、ここにこうして生きているということは、どんなに難しいことか！」と、

人間として生まれた「生命の驚き」についての教説とのことです。 

私たちは、当たり前のように呼吸をし、当たり前のように物をつかみ、当たり前のよう

に音を楽しみ、当たり前のように行きたい所へ行きますが、これが『奇跡』なのだという

ことです。 

つまり、『ありがとう』の反対言葉は、『当たり前』。 

『ごめんなさい』と思う方が多いかもしれませんが、本来の意味の『有難し』から考え

るとそれとの違いがわかります。『当たり前』『当然』、それが『ありがとう』の 反対

言葉なのですね。 

今あるすべてのことは『当たり前』ではなく『奇跡』であると思って過ごすと毎日の小

さな出来事にも 幸せな気持ちになります。 

新元号・新年度が始まっています。感謝の気持ちを忘れず、この二度とない人生を、二

度とやり直しのきかない一日一日を大事に、丁寧に味わいましょう！ 

参考 真宗大谷派 HP、ごえんネット山口 HP、花野井薬局ブログ など 

暮らしの中の仏教まめ知

そうだったの！？ 

第 4 回 『ありがとう』 

○ 本
ほん

照 寺
しょうじ

住 職
じゅうしょく

 木村
きむら

 映 之
ひでゆき

 

・昭和 42 年 4 月 2 日生まれ、52 歳。 

・熊本大学哲学科、龍谷大学仏教学部卒。 

・熊本信愛女学院での非常勤講師を経て現職。 

・学校法人鳥栖学園理事。 

・鳥栖青年会議所 OB 会員。 

・「佐賀のホスピスを進める会」入会。 

・古賀病院 21 緩和ケア病棟ボランティア。 

○浄土真宗東本願寺派 瑞

ずい

雲 山

うんざん

来 迎 院

らいごういん

 本 照 寺

ほんしょうじ

 

平安時代（天仁年間）真言宗寺院「瑞雲山来迎院」として創立。 

江戸時代（寛永 9 年）名を「瑞雲山来迎院本照寺」と改め、鳥栖市内で

唯一の 東本願寺の末寺となる。 

どなたでも参加できる行事 

ボイストレーニング教室、ヨガ教室、坐禅会、寺子屋(小学生)、 

木曜会（いすヨガ・法話・茶話会）、オカリナを楽しむ会 

住所 佐賀県鳥栖市本町 1－886 電話 0942－82－4461 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 『Ｗｉｔｈ』通巻１００号発行のご挨拶 

 

「Ｗｉｔｈ」とは ～とともに、～と一緒にといった意味ですが、いい建物とはお

客さまと想いを同じくし、「一緒に造りましょう」という気持ちがあってこそいい建物

が出来ます。 

３０年ほど前になりますが、福岡市内の遊技場建設を専門とする建設会社に就職し

ました。とにかく遊技場建設は時間との戦いで、一日でも早く工事を終わらせ開店を

させること、工期の遵守は絶対でした。そのため休日もなく毎日夜中の１時、２時に

帰ることが数か月続きます。そのような環境にあって身なりに気を配る余裕もなく髪

の毛は伸び放題現場に向かうのがやっとの状態でした。どんなに過酷な現場であって

も、数か月後には竣工を迎え引き渡しの日がやってきます。「やっと終わった！これで

休める。」これが率直な感想です。その一方で無事に建物を引き渡せたことで依頼主で

ある社長さんから「よくやってくれた。本当にありがとう！」この言葉と握手をして

いただいたその手の感触は今でも忘れることができません。工事中の打ち合わせはも

ちろん、現場への激励にもよくおいでいただきましたし、まだ自分が当時は駆け出し

のころで社長さんからよく叱られもしました。しかしその関係性がこの建物はオーナ

ーと共に一緒に造ってきたという思いをより一層強くしてくれました。 

 

『Ｗｉｔｈ』は、お陰様で今回発行の２０１９年５月号で通巻１００号を迎えるこ

とができました。一年間で６回の発行しておりますので、１７年目になります。 

創刊をした理由は、多くのお客さまになかなかお会いする事もままならない、いつま

でも身近な頼れる存在であり続けたい。そして、建物を引き渡してからが本当のお付

き合いと考えている私たちのそんな想いがこのタイトルに込められています。 

弊社のビジョンの一文に「木造家屋関する知識と技術で、お客さまに寄り添ったサ

ービスを提供します。」とあります。その意味は、住まいのお困りごとに丁寧に対応し、

その家に長く住んでいただく為のサービス（知恵や技術）を提供する事。「Ｗｉｔｈ」

はその役目を果たしていくツールであるとも思っております。 

創刊からこれまでＦＡＸやお手紙など多くの励ましのお言葉をいただきました。そ

れが何よりの励みになります。どうぞ皆様におかれましては、引き続きご愛顧・ご協

力を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。 

                           令和元年５月 吉日  

 

                       株式会社 江田建設  

                       代表取締役 江田明弘  
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改めまして江田建設のスタ

ッフ紹介です。 

皆さま方のお宅に訪問させ

ていただくと思います！ 

ご気軽に何でもご相談くだ

さい♪ 

 

 

まだまだ現役の会長 

1 級建築士 小林！ 

アイデア満載の社長 

笑顔が素敵な現場監督 綾部 温和な現場監督 山口 

さわやか大工 秦 

経理の 江田♪ 

力持ちの大工 江田 皆の師匠大工 冨田川 イクメン営業の奥園 

ﾌﾟﾗﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 金城♪ ふれあいレディ 室♪ 

匠の職人大工 中野 頑張り屋の大工 寺﨑♪  

 



」 

 

                    平成 31 年 4 月末現在 
 

新 築  ・在来工法   鳥栖市萱方町 （S 様邸)ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞﾌﾚﾝｽﾞ近く 
     ・在来工法   筑後市折地 （E 様邸） 
      
リフォーム 
・マンション内装工事  ・病院リフォーム工事  ・病院増築工事 
・塗装工事  ・解体工事 ・屋根葺き替え工事 ・外構工事 
新 築 ・    
 
  

    H31 年度 工事総数件 66 件 
 

 

鳥栖市桜ケ丘町  石井様邸  平成 31 年 3 月吉日 

 

 

  


